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は じ め に

鳥取県 で は ， 砂丘地 を利 用 し た 特産物 と し て ， ナ ガ イ
モ 栽培が行わ れて お り ， 農林統計 に よ れ ば 1998 年 の 栽
培面積 は 82 ha と な っ て い る 。

ナ ガ イ モ 栽培 に お い て ， 1986 年 ご ろ か ら シ ロ イ チ モ
ジ ヨ ト ウ に よ る 葉 の食害が問題 と な り ， 薬剤感受性が低
い の に 加 え ， ナ ガ イ モ は茎葉が繁茂す る こ と か ら 薬剤が
付着 し に く く ， 薬剤散布 に よ る 防除 は 困難であ っ た (谷
口 ， 1994) 。 し か し， そ の後 ナ ガ イ モ に お け る 性 フ ェ ロ
モ ン剤 ( ビ ー ト ア ー ミ ル ア 剤) を利用 し た シ ロ イ チ モ ジ
ヨ ト ウ の 交信か く 乱防除法が谷 口 ( 1994) に よ っ て 確立
さ れた 。 そ の結果， 現在で は 鳥取県下の ほ と ん ど の ナ ガ
イ モ 圃場で性 フ ェ ロ モ ン剤が利用 さ れて お り ， シ ロ イ チ
モ ジ ヨ ト ウ の被害 は 少 な く な っ て い る 。 と こ ろ が， 同時
に 「 ヤ マ ノ イ モ コ ガJ に よ る 被害 も 発生す る こ と か ら ，
シ ロ イ チ モ ジ ヨ ト ウ に対 し て性 フ ェ ロ モ ン剤 を利用 し で
も 薬剤散布回数は以前に比べ ほ と ん ど減少 し て い な か っ
た 。

そ こ で， r ヤ マ ノ イ モ コ ガJ に つ い て も 性 フ ェ ロ モ ン
に よ る 防除法 を確立で き な い か と 考 え ， 調査 を行っ て い
く う ち に ， 鳥取県 でナ ガ イ モ を加害 し て い た の は ヤ マ ノ
イ モ コ ガ (Acrol，ψio向is suzukiella) で は な く ， 新種で
あ る こ と が明 ら か と な り ， ナ ガ イ モ コ ガ (Acrol，ゅiopsis
nagaimo) と 命名 さ れた (YASUDA， 2000) 。 本稿で は， ナ
ガ イ モ コ ガ に 関す る 現在 ま での知見 を と り ま と め て 紹介
す る 。

I 分類 ・ 形態

ナ ガ イ モ コ ガ は ア ト ヒ ゲ コ ガ科 (Acroleþiidae) に 属
し ， 同属 に は ヤ マ ノ イ モ コ ガ， ネ ギ の 害虫であ る ネ ギ コ
ガ等が含 ま れて い る 。

ナ ガ イ モ コ ガ 雌成 虫 は， 体 長 3�4 mm， 関 長 7�10
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mm で， 雄 成 虫 は や や 小 さ い。 卵 は 半 透 明 で 長 径
0 . 4�0 . 5 mm， 短径 0 . 2�0 . 3 mm の楕円形であ る 。

本種 は ヤ マ ノ イ モ コ ガ と 形態 お よ び色彩が よ く 似て い
る が， ナ ガ イ モ コ ガ の 方がやや小 さ し ま た 雌雄の交尾
器 に よ り 明瞭 に 識別 で き る 。

従来 は， 野生の ヤ マ ノ イ モ や オ ニ ド コ ロ 等 を 寄主 と す
る ヤ マ ノ イ モ コ ガが ナ ガ イ モ に も 寄生す る と 考 え ら れて
い た が， こ れ ま でナ ガ イ モ か ら 得 ら れた個体 は実際に詳
し く 同定 さ れた こ と は な く ， ヤ マ ノ イ モ コ ガが ナ ガ イ モ
に 寄生す る と い う 明 ら か な証拠 は な い 。 ま た 最近の調査
に よ れ ば， 北海道， 青森， 茨城， 鳥取 の ナ ガ イ モ か ら 得
ら れた 個体 は す べて ナ ガ イ モ コ ガで あ る こ と が判明 し た
の で， 従来ナ ガ イ モ を加害す る ヤ マ ノ イ モ コ ガ と さ れて
い た も の は， ナ ガ イ モ コ ガ で あ っ た と 考 え ら れ る
(YASUDA， 2000) 。 な お ， 寄主植物で あ る ヤ マ ノ イ モ 類 に
は さ ま ざ ま な 系統があ り ， そ の呼称 は 非常 に 混乱 し て い
る が， こ こ で は 山野 に 自 生す る Di・OSC01'lω ja，ρonzca を ヤ
マ ノ イ モ と 称 し ， 栽培種で あ る D. 0伸osita を い も の形
状 (長形， 球形， 扇平形等) の 違 い に か か わ ら ずす べ て
ナ ガ イ モ と 称 し た 。

E 被 害

寄主植物 は ナ ガ イ モ であ り ， 卵 は ナ ガ イ モ の 葉脈 に 沿
っ て 点々 と 産下 さ れ， 若齢幼虫 は ナ ガ イ モ の 葉 に 潜入 し
て 食害 す る 。 幼虫 は 成 長 す る に 従 っ て 葉 の 表面 に 脱 出
し ， 表皮 を残 し て 葉肉 を食害 し た 後， ナ ガ イ モ の茎葉 に
繭 を作 っ て 踊 と な る 。

ナ ガ イ モ で は， 地下部 の イ モ を 商品 と す る た め ， ナ ガ
イ モ コ ガ の食害 に よ っ て商品価値が低下す る こ と は少 な
い が， 幼虫 に よ る 葉 の 食害 に よ っ て ， 同 化 能 力 が低下
し ， 収量が減少す る と 考 え ら れ る 。

ナ ガ イ モ コ ガ幼虫 は 7 月 中旬以降観察 さ れ， 9 月 に 発
生が多 く な る ( 図-1) 。 そ れ に 伴 い， 幼虫 に よ る 葉 の 食
害痕 も 8 月 上旬以降急激 に 増加 し ， 9 月 に 最 も 多 く な る
(図-2) 。
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図 ー 1 ナ ガ イ モ コ ガ幼虫お よ び鋪の発生推移
(鳥取県東伯郡大栄町， 1999) 
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図 - 2 ナ ガ イ モ コ ガ幼虫 に よ る 被害の発生推移
(鳥取県東伯郡大栄町， 1999) 
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E 発 生 生 態

1 発育 ・ 生存期間

発育 日 数 は， ナ ガ イ モ の 薬 を 餌 と し て 250C， 16 L-8 
D 条 件 下 で 飼 育 し た 結 果， 卵 期 : 4 . 1 日 ， 幼 虫 : 10 . 6  
日 ， 鏑 : 6 . 5 日 で あ り ， 卵~成虫 ま で は 21 日 で あ っ た 。
ま た ， 同 じ 室内条件下で飼育幼虫 を 毎 日 採集 し ， 頭幅 を
測定 し た 結果， 頭幅の分布 は 明瞭 に 5 つ に 区分で き ， 幼
虫 は 5 齢 を経過す る と 考 え ら れた ( 図-3) 。

成虫の生存期聞 は， 未交尾の 成虫 を 対象 と し て 250C，
16 L-8 D 条件下 で砂糖水 を 餌 と し て 与 え た 場合， 雌成
虫 は平均 13 日 であ り ， 雄成虫 は平均 19 日 で あ っ た 。
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図 - 5 ナ ガ イ モ コ ガ成虫の交尾時刻tl (25"C， 16 L-8 D) 
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2 成虫の羽化 ・ 交尾時刻

成虫 の 羽化時刻 を 250C， 16  L -8 D 条件下で調査 し た
結果， 雌雄 と も に 明期 に 羽化 し た 個体が多 く ， 同 じ 条件
で成虫 の 交尾時刻 を 20 対の雌雄 に つ い て 調査 し た 結果，
交 尾 は 羽 化 2"'5 日 齢 ま で 見 ら れ， 3 日 齢 が 最 も 多 く
( 図 4) ， 交尾開始時刻 は ほ と ん ど の 個体が消灯後 1 時間
以 内 で あ っ た (図ー5) 。

3 性 フ ェ ロ モ ン

ナ ガ イ モ コ ガ成虫が同 じ ア ト ヒ ゲ コ ガ科 に 属す る ネ ギ
コ ガ用 の誘引 剤で誘引 さ れ る こ と は ， 以前か ら 経験 し て
い た の で， ナ ガ イ モ コ ガ の 性 フ ェ ロ モ ン成分に は ， ネ ギ
コ ガや コ ナ ガ と 共通成分が存在す る と 考 え ら れた 。 ナ ガ
イ モ コ ガ雌成虫 の腹部末端の ヘ キ サ ン抽 出 物 を 室 内分析
し， 野外での誘引 実験 を 行 っ た 結果， ナ ガ イ モ コ ガ の性
フ ェ ロ モ ン成分 は ， (z)  - 1 1-hexadecenyl acetate (以下
Ac) ， (z )  -11-hexadecenal ( 以 下 Ald) ， (z) - 1 1 -hex­
adecen-1-o1 (以下 OH) と 同 定 さ れ た (WAKAMURA et 
al. ，  2001 ; TANAKA et al . 投稿中) 。 こ れ は， コ ナ ガ の 性
フ ェ ロ モ ン成分 (TAMAKl et al. ， 1977 ; ANDO e t  al . ，  
1979 ; 腰原 ・ 山 田 ， 1980) 並 び に ネ ギ コ ガ用誘引 剤 (佐
藤 ら ， 1979 ; 山 田 ・ 腰 原， 1980) と 同 一 で あ っ た 。 ま
た ， 処 女 雌 抽 出 物 中 に は Ac が 約 1 . 8 ng， Ald が 0 . 6
ng， OH が O . 2 ng 検 出 さ れ， 3 物 質 の 構 成 比 は 67 : 
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24 : 9 で あ っ た (WAKAMURA et al.， 2001) 。
ナ ガ イ モ コ ガ の Ac， Ald， OH 3 成 分 の 最適処理量

は， 野外実験か ら 100 : 100  : 4�250 : 250 : 10 μg/ キ ャ
ッ プで あ り ( 田 中 ら ， 1999 ; TANAKA et al.， 投稿中) ， 
コ ナ ガ の性 フ ェ ロ モ ン の 50 : 50 : 1 μg/ キ ャ ッ プや ネ ギ
コ ガ の性誘引物質の 500 : 500 : 100 μg/ キ ャ ッ プ に近か
っ た 。

4 発生分布 ・ 消長

本州 お よ び北海道 に 分布す る (YASUDA， 2000) 。
鳥取県 に お け る ナ ガ イ モ コ ガ成虫 の発生消長 を ネ ギ コ

ガ の誘引 剤 を使用 し て 調査 し た 結果， 年 に よ っ て 発生時
期 の 変動 は 見 ら れ る も の の， 6�10 月 の 期 間 に は 3�4
回発生 し て い る も の と 推定 さ れた ( 図-6) 。
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図 - 6 ネ ギ コ ガ誘引剤 に よ る ナ ガ イ モ コ ガ の捕獲消長

(鳥取県東伯郡大栄町)

W 防 除 対 策

1 薬剤 防除

ナ ガ イ モ コ ガ は こ れ ま でヤ マ ノ イ モ コ ガ と 混同 さ れて
い た た め ， ナ ガ イ モ コ ガ と し て の 登録薬剤 は な い。 し か
し ， 登録 に 際 し て の試験の 多 く は ナ ガ イ モ で実施 さ れて
い る こ と か ら ， 試験の対象 は 実際 に は ナ ガ イ モ コ ガで あ
っ た と 考 え ら れ る た め ， 現在ヤ マ ノ イ モ コ ガ と し て 既登
録の薬剤 は ナ ガ イ モ コ ガ に 対 し て効果 は あ る と 考 え ら れ
る 。 現在ヤ マ ノ イ モ コ ガ に 適用 の あ る 薬剤 は 合成 ピ レ ス
ロ イ ド 剤の エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤， フ ルパ リ ネ ー ト
水和剤， ペ ル メ ト リ ン 乳剤， BT 水和剤， 混合剤 の カ ル
タ ッ プ ・ ピ ラ ク ロ ホ ス 水和剤 で あ る 。 ま た ， こ れ ら の薬
剤 を使用 し た ロ ー テ ー シ ョ ン 防除 を 行 っ て い て も ， ナ ガ
イ モ コ ガ に よ る 被害 の 発生 が 問題 と な っ て い る こ と か
ら ， よ り 効果 の高 い薬剤 の 登録並大 が望 ま れ る 。

一方， エ ト フ ェ ン プ ロ ッ ク ス 乳剤の産業用無人ヘ リ コ
プタ ー での利用が可能 と な り ， 栽培現場で は省力 的 な 防
除法 と し て 期待が寄せ ら れ て い る ( 田 中 ら ， 1998) 。 し
か し ， す べて の 防除 を無人ヘ リ コ プタ ー散布 に 切 り 替 え
る た め に は， さ ら に 他の 薬剤 の 登録拡大が必要で あ る 。

2 性 フ ェ ロ モ ン の利用

コ ナ ガや ネ ギ コ ガ の誘引 剤 を利用 し た ナ ガ イ モ コ ガ成
虫の発生消長調査が可能 と な り ， 防除時期 の 判 定 に利用
が期待 さ れ る 。 鳥取県 に お げ る 防除適期 は， 今の と こ ろ
暫定的に フ ェ ロ モ ン ト ラ ッ プ に よ る 捕獲数 の ピ ー ク か ら
7 日 程度後 と し て い る が， よ り 正確 な 防除適期 を 把握す
る た め に は， 詳 し い検討が必要 で あ る 。

ま た ， ナ ガ イ モ コ ガ の性 フ ェ ロ モ ン成分が， コ ナ ガ と
同 じ で あ っ た こ と か ら ， コ ナ ガ用 の 交信 か く 乱剤 ( ダ イ
ア モ ル ア 剤) の利用 を検討 し て お り ， 一定 の効果が認め
ら れて い る ( 田 中 ， 未発表) 。

お わ り に

ナ ガ イ モ の葉 を加害す る ナ ガ イ モ コ ガ の 発生が明 ら か
と な り ， 生 態 の 一部 と 性 フ ェ ロ モ ン が 明 ら か と な っ た
が， 詳 し い発生生態 は不明であ り ， ヤ マ ノ イ モ コ ガ の ナ
ガ イ モ への寄生の有無 も 含 め て 今後 さ ら に 詳細 な研究が
必要であ る 。 ま た ， 今回明 ら か と な っ た ナ ガ イ モ コ ガ の
性 フ ェ ロ モ ン は， コ ナ ガ の性 フ ェ ロ モ ン や ネ ギ コ ガ の性
誘引物質 と 同一成分であ り ， 構成比 も 非常 に近か っ た こ
と か ら ， こ れ ら の 昆虫が ど の よ う に 種 を 識別 し て い る の
か興味が持た れ る 。

最後 に ， 本研究 を 行 う に 当 た り ご協力賜 っ た ， 前 鳥
取県園芸試験場環境研究室長の 故 谷 口 達雄氏 を は じ め ，
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Nu 4 植物病原 菌 の 薬剤感受性検定 マ ニ ュ ア ル 送料 凶 円

日 本欄物病理学会殺菌剤耐性菌研究会 編 172 ペ ー ジ 定価 2 ， 8 00 円 (本体 2 ， 667 円)
作物病害防除では耐性菌 に 関 し て は避 防 て 通れな い問題で あ る 。 そ の耐性菌の確認す る 検定方法 を 詳 し く 解説。

ぬ 5 日 本産植物細菌病の病名 と 病原細菌 の 学名 送料 四 円
西山幸司 著 227 ペ ー ジ 定価 3 ， 20 0 円 (本体 3 ， 048 円 )

我が国で発生す る 植物細菌病の病名 ・ 学名 (新 ・ 旧) ・ 報告者 ・ 文献名 な ど を 網羅 い た し ま し た 。

Nu 6 植物 防疫誌 に み る カ メ ム シ類 送料 国 円
278 ペ ー ジ 定価 2 ， 940 円 (本体 2 ， 800 円 )

昭和 22 年の創刊号か ら 平成 9 年 ま での 関係論文全 61 編 を年代順 に再収録い た し ま し た 。

Nu 7 植物 防疫誌 に み る フ ェ ロ モ ン研究 送料 瑚 円

381 ペ ー ジ 定価 3 ， 1 5 0 円 (本体 3 ， 000 円)
1968 年に誌面 に 登場 し， 1999 年 ま での フ ェ ロ モ ン研究 に 関す る 論文 80 編 を 年代順 に 再収録 し ま し た 。

11fTザE書 フ ェ ロ モ ン 剤利用 ガ イ ド
同書編集委員会 編集 8 5 判 口絵カ ラ ー 7 頁 本文 11 1 頁

定価 2 ， 7 3 0 円税込み (本体 2 ， 600 円) 送料 310 円
発生予察用 フ ェ ロ モ ン剤 32 項 目 ， 防除用 フ ェ ロ モ ン剤 15 項 目 (交信か く 乱剤 と 大量誘殺剤) に つ い て ， 利 用

で き る 剤や ト ラ ッ プ ( 口絵写真付 き ) の紹介か ら ， 使用 す る 際の 注意点 ま で を 実際 に活用 し て い る 専門家が詳

し く 解説。 基礎的 な フ ェ ロ モ ン の知識 も 一般の方で も わ か り や す く 解説 し て あ り ま す， 口絵では混入 す る 昆

虫 も 紹介 し て お り ， 対象害虫 と の見比べが可能です。

お 申 し込み は直接当協会へ， 前金 (現金書留 ・ 郵便援替) で申 し込むか， お近 く の番庖でお取 り 寄せ下さ い.
社団法人 日 本植物防疫協会 出版情報グル ー プ 〒 170-8484 東京都豊島区駒込 1-43-11

郵便振替口鹿 00110-7-177867 TEL (03) 3944-1561 (代) • FAX (03) 3944-2103 メ ール : order @jppa.or;j 
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